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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管孔内に先端部から挿入する長尺な挿入部と、
　前記先端部の先端にある第１の先端面の一部から挿入する方向に突出し、前記第１の先
端面と曲面状に繋がる周側面を有する突出部と、
　前記突出部の先端にある第２の先端面に設けられた前記管孔内を観察する前方観察窓と
、
　前記第1の先端面の基端側において前記先端部の内部を貫通する鉗子チャンネルと略同
径の内径で連通するとともに、前記第１の先端面に開口され、前記挿入部の後端側から管
状体を挿通し、該管状体の先端を前記第１の先端面から延出させるチャンネル開口部と、
を備え、
　前記チャンネル開口部の開口内周面のうち前記周側面の側の内周面が前記突出部の周側
面に延伸して、該周側面を削り取り、前記開口内周面から滑らかに連続する凹面が形成さ
れる内視鏡装置。
【請求項２】
　前記チャンネル開口部の開口内周面から延伸する前記凹面は、開口内周面の端から前記
凹面の先端に向かい、径方向で外周側に向かう傾斜を有することを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記突出部は、
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　前記第２の先端面上で前記前方観察窓が配置された円筒形状を成す第１の突出部と、
　前記第１の突出部の一部円弧の側周面と一体化して、前記第２の先端面で繋がり、前記
前方観察窓の近傍に配置され、前記前方観察窓に対して洗浄流体を吹き付ける流体ノズル
が設けられ、内部に前記流体ノズルに洗浄流体を供給する流体供給路が設けられた第２の
突出部と、で構成されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。　
【請求項４】
　前記突出部は、
　前記第１の突出部が円錐台形状を成し、前記第２の突出部が台形形状を成すことを特徴
とする請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記突出部は、
　前記先端部の外周面を周側面に含み前記第１の先端面から突出するヒサシ形状を成し、
　前記第１の先端面で前記チャンネル開口部の開口内周面の少なくとも一部が前記ヒサシ
形状の周側面に延伸して、該ヒサシ形状の周側面を削り取り、前記開口内周面から滑らか
に連続する凹面が形成され、
　前記第１の先端面で前記チャンネル開口部の近傍に、観察対象を洗浄するための液体又
は気体からなる流体を噴出する前方送水口が配置されて、構成され、
　前記突出部のヒサシ形状の周側面が、前記前方送水口から噴出された前記液体の水流に
伴う飛沫の前記前方観察窓への飛散を遮蔽することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
装置。
【請求項６】
　管孔内に先端部から挿入する長尺な挿入部と、
　前記先端部の先端にある第１の先端面の一部から挿入する方向に突出し、前記第１の先
端面と曲面状に繋がる周側面を有する突出部と、
　前記突出部の先端にある第２の先端面に設けられた前記管孔内を観察する前方観察窓と
、
　前記第１の先端面に開口され、前記挿入部の後端側から管状体を挿通し、該管状体の先
端を前記第１の先端面から延出させるチャンネル開口部と、
を備え、
　前記チャンネル開口部の開口内周面の少なくとも一部が前記突出部の周側面に延伸して
、該周側面を削り取り、前記開口内周面から滑らかに連続する凹面が形成され、
　前記突出部の前記第１の先端面の中央側に前記突出部が配置されて、前記第１の先端面
を２つの部分面に二分し、一方の部分面に前記チャンネル開口部が開口され、他方の部分
面に観察対象を洗浄するための液体又は気体からなる流体を噴出する前方送水口が配置さ
れ、
　前記突出部の周側面が、前記前方送水口から噴出された前記液体の水流に伴う飛沫の前
記前方観察窓への飛散を遮蔽することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項７】
　管孔内に先端部から挿入する長尺な挿入部と、
　前記先端部の先端にある第１の先端面の一部から挿入する方向に突出し、前記第１の先
端面と曲面状に繋がる周側面を有する突出部と、
　前記突出部の先端にある第２の先端面に設けられた前記管孔内を観察する前方観察窓と
、
　前記第１の先端面に開口され、前記挿入部の後端側から管状体を挿通し、該管状体の先
端を前記第１の先端面から延出させるチャンネル開口部と、
を備え、
　前記チャンネル開口部の開口内周面の少なくとも一部が前記突出部の周側面に延伸して
、該周側面を削り取り、前記開口内周面から滑らかに連続する凹面が形成され、
　前記突出部は、
　前記第２の先端面上で前記前方観察窓が配置された円筒形状を成す第１の突出部と、
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　前記第１の突出部の一部円弧の側周面と一体化して、前記第２の先端面で繋がり、前記
前方観察窓の近傍に配置され、前記前方観察窓に対して洗浄流体を吹き付ける流体ノズル
が設けられ、内部に前記流体ノズルに洗浄流体を供給する流体供給路が設けられた第２の
突出部と、
で構成され、
　前記第１の突出部の周側面に配置され、前記先端部の周囲を観察視野とする側方観察窓
と、
　前記側方観察窓の観察視野内の観察対象に照明光が射出する側方照明窓と、
　前記第２の突出部の周側面に配置され、前記側方観察窓に対して洗浄流体を吹き付ける
側方流体ノズルと、を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項８】
　前記側方流体ノズルの開口部から前記側方観察窓までの前記第２の突出部の周側面には
、前記側方流体ノズルから噴出された前記洗浄流体の水流の誘導する洗浄流体誘導路を具
備することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汚れの付着を抑制する形状に形成された挿入部先端を備える内視鏡装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に使用されている内視鏡装置は、その挿入部の先端面上に、挿入方向（軸方向）
を所定の視野領域で撮像する観察窓と、観察のための照明光を照射する照明窓と、鉗子等
を延出させるための鉗子孔（鉗子チャンネル）等が配置されている。このような構成にお
いて、鉗子口から鉗子を延出して送水を行うと、鉗子により跳ね返った流水の飛沫が観察
窓に付着する場合がある。また、鉗子で対象部位を取り込む際に、観察窓の観察視野に対
象部位が入り込み、対象部位が除去された箇所が適切であるか否か等の観察（確認）作業
に支障が出る場合がある。これらに対して、例えば、特許文献１においては、内視鏡装置
の挿入部の先端部において、第１端面と、第１端面から突出した第２端面とが形成され、
２つの高さが異なる端面を有する先端構造が提案されている。
【０００３】
　この挿入部の第２端面には、少なくとも観察窓と照明窓が配置され、第１端面には、鉗
子口が配置された構成である。このように端面に段差を設けた構造とすることにより、後
方側の第１端面から先端側の第２端面の側方を壁とすると、第１端面の鉗子口の前方に退
避スペースが生じる。この退避スペースに鉗子で把持する対象部位を収容することにより
、第２端面に配置された観察窓の観察視野を確保して、処置後の箇所を観察及び確認する
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４７２６０２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般に、内視鏡の挿入部（内視鏡本体）は、複数の患者に対して繰り返し使用するため
、観察及び処置に用いた都度、十分な洗浄による滅菌処理を行わなければならない。従っ
て、挿入部は、繰り返し実施される洗浄処理と滅菌処理に対して、十分な耐久性を有する
と共に、洗浄により汚れが落ちやすい構造や形状が要求されている。例えば、特許文献１
においては、第１端面に開口された鉗子口の縁から第２端面側方に至るヒサシ部分は、角
部（隅部分）の形状となっているため、処置の際に異物が付着しやすく、洗浄しても落ち
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づらい形状である。前述したように、鉗子等で把持する対象部位を突出部側方の退避スペ
ースに収容した際に、対象部位の一部や先端部の周囲に存在する異物が隅部分に付着した
際には、処置後の洗浄装置による洗浄時に、洗浄水が上手く当たらなければ、隅部分に異
物が滞留する可能性がある。この隅部分に対して、使用後に洗浄装置により十分な洗浄が
できない場合には、入念なブラシッング洗浄等が必要となり、洗浄時の作業性が悪い。そ
のため、異物が付着しがたい形状や工夫が要望されている。
【０００６】
　そこで本発明は、挿入部先端への汚れの付着を防止し、且つ容易に洗浄除去可能な形状
を有する内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に従う実施形態の内視鏡装置は、管孔内に先端部か
ら挿入する長尺な挿入部と、前記先端部の先端にある第１の先端面の一部から挿入する方
向に突出し、前記第１の先端面と曲面状に繋がる周側面を有する突出部と、前記突出部の
先端にある第２の先端面に設けられた前記管孔内を観察する前方観察窓と、前記第1の先
端面の基端側において前記先端部の内部を貫通する鉗子チャンネルと略同径の内径で連通
するとともに、前記第１の先端面に開口され、前記挿入部の後端側から管状体を挿通し、
該管状体の先端を前記第１の先端面から延出させるチャンネル開口部と、を備え、前記チ
ャンネル開口部の開口内周面のうち前記周側面の側の内周面が前記突出部の周側面に延伸
して、該周側面を削り取り、前記開口内周面から滑らかに連続する凹面が形成される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、挿入部先端への汚れの付着を防止し、且つ容易に洗浄除去可能な形状
を有する内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る直視観察窓及び側視観察窓を有する挿入部を備え
る内視鏡システムの外観構成を示す図である。
【図２】図２（ａ）は、本発明の第１の実施形態に係る鉗子口が開口された第１端面と、
直視観察窓及び側視観察窓を有する突出した第２端面を有する内視鏡装置の挿入部先端を
斜めから見た外観構成を示す図、図２（ｂ）は、挿入部先端を正面から見た外観構成を示
す図である。
【図３】図３は、第１の実施形態の鉗子チャンネルを含む第１端面の断面構造を示す図で
ある。
【図４】図４（ａ）は、第１の実施形態の鉗子口における洗浄時に噴出される洗浄液の流
れについて説明するための断面図、図４（ｂ）は、本実施形態と比較のための従来構造の
鉗子口における噴出される洗浄液の流れを示す断面構造を示す図である。
【図５】図５（ａ）は、第２の実施形態に係る鉗子口が開口された第１端面と、直視観察
窓及び側視観察窓を有する突出した第２端面を有する内視鏡装置の挿入部先端を斜めから
見た外観構成を示す図、図５（ｂ）は、挿入部先端を正面から見た外観構成を示す図、図
５（ｃ）は、鉗子口を含む第１端面の断面構造を示す図である。
【図６】図６（ａ）は、第３の実施形態に係る第１端面と第２端面とを備える挿入部先端
を斜めから見た外観構成を示す図、図６（ｂ）は、挿入部先端を側方から見た外観構成を
示す図、図６（ｃ）は、挿入部先端を正面から見た外観構成を示す図である。
【図７】図７（ａ）は、第４の実施形態に係る鉗子チャンネルの鉗子口が形成された第１
端面と、観察窓が形成された第２端面と、前方送水口が形成された第３端面と、を備える
挿入部先端を斜めから見た外観構成を示す図、図７（ｂ）は、挿入部先端を側方から見た
外観構成を示す図、図７（ｃ）は、挿入部先端を正面から見た外観構成を示す図である。
【図８】図８（ａ）は、第５の実施形態に係る鉗子口及び前方送水口が開口された第１端
面と、直視観察窓及び側視観察窓を有する突出した第２端面を有する内視鏡装置の挿入部
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先端を斜めから見た外観構成を示す図、図８（ｂ）は、挿入部先端を正面から見た外観構
成を示す図である。
【図９】図９は、第６の実施形態に係る鉗子口が開口された第１端面と、直視観察窓及び
側視観察窓を有する突出した第２端面を有する内視鏡装置の挿入部先端を斜めから見た外
観構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　図１は、第１の実施形態に係る直視観察窓（前方観察窓）及び側視観察窓（側方観察窓
）を有する挿入部を備える内視鏡システムの外観構成を示す図である。本実施形態の挿入
部は、挿入部の先端面の一部に突出した形状（突出部）に形成された直視観察窓及び側視
観察窓を有するレンズユニットが配置された構成である。
【００１１】
　本実施形態の内視鏡装置は、大別して、内視鏡本体１と、移動可能なトロリー２に搭載
された内視鏡用機器７とで構成される。以下の説明については、軟性鏡を例として説明す
るが、硬性鏡においても同様に搭載することができる。　
　内視鏡本体１は、観察対象となる体腔内又は管孔内に挿入される挿入部（可撓管）４と
、挿入部４の先端側に設けられ、後述するレンズユニットが、その先端に設けられた湾曲
部９と、湾曲部を湾曲動作させる操作部３と、で構成される。以下の説明において、挿入
部４を中央として、湾曲部側を先端側とし、操作部３側を基端側と称する。
【００１２】
　内視鏡用機器７は、観察対象部位に照射する照明光を生成する光源装置と、撮像された
映像信号に所定の画像処理を施すビデオプロセッサと、映像信号を観察画像として表示す
るモニタと、入力部であるキーボード等を有している。
【００１３】
　さらに、トロリー２の支柱には、洗浄等に用いられる液体（洗浄液：例えば、生理食塩
水等の水を主とする液体）を貯留するボトル８が着脱可能に取り付けられている。また、
内視鏡用機器７の内部には、送気ポンプユニット（図示せず）が配置されている。さらに
、トロリー２の棚には、体腔内で後述する洗浄ノズルから体腔内に噴出された液体や気体
を吸引する吸引ユニット１０が設けられている。
【００１４】
　内視鏡本体１と光源ユニットは、ユニバーサルケーブル６でコネクタ接続されている。
ユニバーサルケーブル６は、光ファイバーからなるライトガイドの他に、映像信号等を伝
送する複数の信号線、チューブからなる気体及び液体の供給路（送気送液チャンネル）と
排出路を含んでいる。ユニバーサルケーブル６の内視鏡用機器７側に接続するコネクタは
、信号線とチューブとライトガイドに分岐して、それぞれの構成部位に接続している。
【００１５】
　以下に、本実施形態における挿入部先端の構成について説明する。　
　図２（ａ）は、内視鏡装置の挿入部の先端部を斜めから見た外観構成を示す図、図２（
ｂ）は、先端部を正面から見た外観構成を示す図である。図３は、図２（ａ）の線分Ａに
おける鉗子チャンネルの断面構造を示す図である。以下の説明で、挿入部の体腔内の進行
方向を挿入方向又は軸方向とし、軸方向から見た面を正面（第１，２端面）とし、その軸
方向と直交する面を側面又は側周面と称している。
【００１６】
　本実施形態の挿入部４の先端部５は、本来の先端面（第１端面１３）の一部に、突出す
るように形成される直視観察窓２１及び側視観察窓２２を有する撮像光学系（レンズユニ
ット２０）を配置した構成である。本実施形態における第１端面１３は、図３に示すよう
に突出する円錐面（又は、テーパー面）を成している。但し、第１端面１３は、平坦な円
錐面に限定されるものではなく、球状に膨らんだ凸面状でもよい。尚、第１端面１３が反
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対に平坦面（垂直面）であっても、以下に説明する本実施形態の要旨（隅部分の曲部Ｒ及
び凹面部１５）を適用することは容易に可能である。
【００１７】
　レンズユニット２０は、軸方向から見た正面（第２端面１２）に直視観察窓２１が配置
され、その後方側（基端側）に、周囲を観察する側視観察窓２２が配置されている。また
、側視観察窓２２の後方に側方照明窓２３が配置される。側視観察窓２２は、周囲を観察
視野としているため、基本的には、円筒形状のレンズにより形成される。このため、レン
ズユニット２０自体は、円筒形状に突出した形状となる。また、それぞれの観察窓の後方
（光像の光軸方向で後方）には、図示していないが、撮像画像を結像するための結像レン
ズ等のレンズ群と、各レンズを支持する鏡枠、及び撮像素子が配置され、撮像素子は、観
察窓から入射した光像を光電変換により映像信号に変換して、ビデオプロセッサ側へ出力
している。
【００１８】
　さらに、図２（ａ）に示すように、レンズユニット２０の下側に隣接して一体的に先端
構造物である台座１１が設けられている。この台座１１は、主として、直視観察窓２１及
び側視観察窓２２を洗浄するための洗浄ノズルを配置させるために設けており、その正面
が直視観察窓２１と同一面の高さ（第２端面１２から前方への張り出した高さ）であり、
直視観察窓２１と共に、平坦な第２端面１２を形成する。本実施形態では、一体化するレ
ンズユニット２０と台座１１とを併せて、突出部と称し、これらの正面を第２端面１２と
している。
【００１９】
　台座１１の正面上には、観察用の照明光を照射する前方照明窓２４が配置され、直視観
察窓２１の近傍には、直視観察窓２１用の洗浄ノズル２６が配置される。尚、前方照明窓
２４及び側方照明窓２３の窓下内部には、各照明窓から射出する照明光を供給するライト
ガイド（照明光伝送部）が配置され、光源ユニットから照明光が供給される。
【００２０】
　洗浄ノズル２６は、液流又は気流、又はこれらの混合されたものを洗浄流体と称し、直
視観察窓２１の洗浄に用いられる。台座両側面のそれぞれには、側視観察窓２２を洗浄す
るための少なくとも２つの洗浄ノズル２５，２７が配置されている。さらに、台座１３の
内部には、各洗浄ノズルに繋がる複数の送液路と送気路が配管されている。洗浄ノズル２
５，２７から噴出された洗浄液又は気体は、側視観察窓２２の側面に接するように流れ、
さらに円筒形状のレンズの頂部を回り込むように流れる。このような液流又は気流は、洗
浄流体と称し、側視観察窓２２が洗浄される。
【００２１】
　レンズユニット２０及び台座１１は、側視観察窓２２の観察範囲が広視野となるように
、繋がり部分が括れた８の字形状となっている。また、図２及び図３に示すように、突出
部であるレンズユニット２０及び台座１１の周側面下部と、第１端面１３とが交差する隅
部分（隅部又は角部）は、丸められた曲部Ｒで繋がり、突出部の周側面から第１端面１３
の傾斜面に曲線的にスムーズに繋がるように形成されている。
【００２２】
　第１端面１３には、チャンネル孔、例えば、管状体からなる鉗子等の処置具を挿通する
ための鉗子チャンネル（又は、鉗子孔）の鉗子口１４（チャンネル開口部）が開口されて
おり、図２に示すように、鉗子口１４の内周面（開口側面）の一部がレンズユニット２０
及び台座１１の周側面に入り込むように延出して形成されている。このため、図３に示す
ように、レンズユニット２０及び台座１１の周側面の一部が傾斜を有するように削り取ら
れ、鉗子口１４の内周面とスムーズに連続する波形状の凹面部１５が形成される。尚、凹
面部１５は、周側面に対して、登り傾斜するように形成されているため、波形状となって
いるが、凹面部１５を形成する周側面の形状により決定され、波形状ではない場合もある
。
【００２３】
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　図３に示す鉗子チャンネル１７は、鉗子口１４と略同径の内径（軸方向ｍ）を有する例
えば、金属等の剛性を有する部材により形成されるパイプ３１と、挿入部４の基端側から
挿通される可撓性を有するチューブ３３と、パイプ３１とチューブ３３とを水密に連結す
る接続部３２とで構成される。
【００２４】
　本実施形態においては、凹面部１５の傾斜面（又は、テーパー面）を設けて、パイプ３
１を挿入部４の中心側にシフトすることで、鉗子口１４の内径において、開口面（第１端
面１３上）側の内径が、パイプ３１側の内径に比べて小径となるように先細りに形成され
る。凹面部１５を設けたことにより、隅部分を無くすことで汚れが溜まり難くなっている
。また、パイプ３１が挿入部の中心側にシフトするため、挿入部の細径化にも寄与してい
る。
【００２５】
　また、本実施形態では、鉗子口１４の内周面から突出部の周側面に段差なく伸びる面（
凹面部１５）を鉗子口１４と同じ形状の円弧としたが、先端側に向かうに従い、突出部の
周側面の形状に合わせるように徐々に変化してもよい。即ち、鉗子が直進するように挿通
できれば、例えば、鉗子口１４の円弧面から略平坦な面に変化してもよい。
【００２６】
　次に、鉗子チャンネル１７の洗浄について説明する。図４（ａ）は、鉗子チャンネルに
おける洗浄と、鉗子口４から洗浄時に噴出される洗浄液の流れについて説明するための断
面図、図４（ｂ）は、本実施形態と比較のための従来構造の鉗子口における噴出される洗
浄液の流れを示す断面構造を示す図である。
【００２７】
　図４（ａ）に示す本実施形態の鉗子口１４の凹面部１５は、パイプ３１から登り傾斜で
台座１１の周側面に繋がり、鉗子口１４が第１面１３の傾斜に従った楕円形状となり、間
口が縦長に広くなるように開口されている。このため、ブラッシング洗浄を行うことにな
った場合には、広い鉗子口と、凹面部１５の傾斜にガイドされて、パイプ３１内にブラシ
（図示せず）を挿入しやすい構成となっている。また、チューブ３３の基端側（図示せず
）から洗浄液を注入した場合には、図４（ａ）に示すような水流Ａとなって、鉗子口１４
から噴出する。この水流Ａは、パイプ３１内を直進し、凹面部１５により外周側（図４に
おいては、斜め上方向）に曲げられるように推進する。この水流Ａにより、鉗子口１４に
異物の付着等の汚れが発生しても、押し流されることとなり、十分な洗浄の効果を容易に
実現できる。
【００２８】
　これに対して、図４（ｂ）は、前述した引用文献１と同等の構成を概念的に示している
。一般的には、鉗子チャンネル３４の鉗子口３６は、台座１１の周側面とは隅部分を経て
形成された第１端面１３に開口し、隅部分と鉗子口１４の縁までは、間隔Ｌを空けて配置
されている。このため、本実施形態と同様に、洗浄時に洗浄液を鉗子チャンネル１７に流
した場合、水流Ｂのように、（台座１１）突出部に沿って流れるため、水流が滞留するエ
リア３５が発生する。即ち、この滞留により水流の力（洗浄力）が弱まり、この部分に付
着した汚れは、水流Ｂでは落ちづらいことになる。
【００２９】
　以上説明した本実施形態によれば、挿入部４の円錐形状の先端面（第１端面１３）の一
部に突出したレンズユニット２０及び台座１１からなる突出部を配置し、その突出部と第
１端面１３とを、隅部分をなくして曲面で繋ぎ、従来の隅部分へ付着する異物等による汚
れを抑制することができる。また、第１端面１３に設けられた鉗子チャンネル１７の鉗子
口１４から延出する鉗子によって把持された対象部位を突出部の脇のスペースに収容する
ことで、第２端面に配置された直視観察窓２１により、処置後の状態を観察することがで
きる。
【００３０】
　チューブ内の洗浄液噴出による洗浄の際には、チューブ３３の基端側から洗浄液を注入
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し、鉗子口１４から噴出させる水流Ａがパイプ３１内を直進し、鉗子口１４の内周面から
凹面部１５により外周側に曲げられるように推進して、鉗子口１４に付着した異物等の汚
れを押し流し、十分な洗浄の効果を容易に実現できる。さらに、鉗子口１４が第１端面１
３の傾斜に従った楕円形状、即ち、間口が縦長になり、ブラッシング洗浄を行う場合には
、縦長に広い鉗子口１４と凹面部１５の傾斜にガイドされて、パイプ３１内に洗浄用ブラ
シ先端を挿入しやすい。
［第２の実施形態］
　図５（ａ）は、第２の実施形態に係る直視観察窓及び側視観察窓を有する突出部の第２
端面と、内視鏡装置の挿入部先端を斜めから見た外観構成を示す図、図５（ｂ）は、挿入
部先端を正面から見た外観構成を示す図、図５（ｃ）は、図５（ａ）に示す線分Ａによる
鉗子口を含む第２端面の断面構造を示す図である。
【００３１】
　本実施形態は、直視観察窓２１及び側視観察窓２２からなるレンズユニット２０の外形
形状が第１の実施形態における円筒形状とは異なっており、これ以外の構成部は、内視鏡
システムを含み同等であり、同じ参照符号を付して、その説明を省略する。
【００３２】
　本実施形態のレンズユニット２０は、円錐台形状を成し、側視観察窓２２の後方に側方
照明窓２３が配置された構成である。また、図５（ａ）に示す台座１１は、レンズユニッ
ト２０に合わせて、先細りの台形形状を例として示しているが、限定されるものではなく
、図２（ａ）と同様な形状であってもよい。
【００３３】
　本実施形態は、鉗子チャンネルのパイプ３１を先端部５の中心側にシフトして配置し、
鉗子口１４の内周面の一部がレンズユニット２０及び台座１１の周側面に入り込むように
延出して削り取り、鉗子口１４の内周面とスムーズに連続する波形状の凹面部１５が形成
される。
【００３４】
　図５（ｃ）に示すように、凹面部１５は、パイプ３１の内壁面３１ａを直線的に延長し
た内周面を有し、レンズユニット２０及び台座１１の周側面にスムーズに接続する。この
構成において、前述したように、ブラッシング洗浄を行う場合、チューブ３３の基端側（
図示せず）から洗浄液を注入すると、図５（ｃ）に示す水流Ｃとなる。水流Ｃは、パイプ
３１内を直進し、凹面部１５から突出部の外周側に沿って、曲げられるように推進する。
この水流Ｃにより、鉗子口１４に異物の付着等の汚れが発生しても、押し流されることと
なり、十分な洗浄の効果を容易に実現できる。
【００３５】
　尚、本実施形態では側視観察窓２２及び側方照明窓２３含む構成であったが、必須では
なく、直視観察窓２１、前方照明窓２４及び洗浄ノズル２６のみが配置されるレンズユニ
ット２０であってもよい。
【００３６】
　以上説明した本実施形態によれば、前述した第１の実施形態と同等の作用効果を得るこ
とができる。さらに、本実施形態では、挿入部の先端に設けられた突出部を先細りの円錐
台及び台形形状として、形成することにより、被検体の体腔内又は湾曲箇所が存在する管
路内に挿入した際に、挿入部の先端部分が凹凸を有する壁面等に当接した場合であっても
、突出部及び第１端面１３がテーパー面として壁面に接触することとなり、小さい抵抗で
挿入操作を行うことができる。また、壁面に対して、テーパー面で角度を持って当接して
移動するため、挿入部先端が上下左右に振られたとしても、体腔内又は管路内の中央側に
戻されるように作用する。この作用により、挿入操作がより容易となる。
【００３７】
　［第３の実施形態］
　図６（ａ）は、第３の実施形態として、鉗子チャンネルの鉗子口及び前方送水口が形成
された第１端面と、観察窓が形成された第２端面と、を備える挿入部先端を斜めから見た
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外観構成を示す図、図６（ｂ）は、挿入部先端を側方から見た外観構成を示す図、図６（
ｃ）は、挿入部先端を正面から見た外観構成を示す図である。本実施形態の挿入部の先端
部以外の構成部は、前述した第１の実施形態における内視鏡システムを含み同等である。
【００３８】
　本実施形態は、先端部５の先端面において、部分的に段差を有するように、ヒサシ状に
突出した突出部の正面となる第２端面１２と、第２端面１２よりも奥まった位置（基端側
寄りの位置）の第１端面１３とで構成される。第２端面１２との第１端面１３との段差に
より、突出部側面４２が存在する。突出部側面４２と第１端面１３との繋がりは、第１の
実施形態の突出部と第２端面の繋がりと同等に、角部（隅部分）を丸めた曲部Ｒで、第１
端面１３に曲線的にスムーズに繋がるように形成されている。
【００３９】
　また、第１端面１３は、中央側から周辺側に後退するようにテーパーを付けた斜面（テ
ーパー面）に形成してもよい。第２端面１２においても、周囲の角部分を丸めた形状に形
成してもよいし、第１端面１３から突出する第２端面１２までの突出部の外周面を先細り
の半円の円錐台形状に形成してもよい。
【００４０】
　第２端面１２には、直視観察窓２１と、観察用の照明光を照射する少なくとも１つ（図
６（ａ）では２つ）の前方照明窓２４と、直視観察窓２１に向かって洗浄液を噴出する洗
浄ノズル２６が配置される。また、第１端面１３には、突出部側面４２内に部分的な円弧
で入り込んだ位置に鉗子口１４が開口される。この鉗子口１４の部分的な円弧は、突出部
側面４２に第１端面１３から第２端面１２に抜ける曲面の溝４２ａとして形成される。
【００４１】
　鉗子口１４の近傍には、前方送水口４１が配置されている。前方送水口４１は、図示し
ないチューブからなる気体及び洗浄液等の液体の供給路（送気送液チャンネル）に水密に
連結し、送水又は送気される。送水された洗浄液は、前方送水口４１から水流Ｄとして噴
出され、その水流Ｄの周囲に飛沫Ｅが飛散する。
【００４２】
　このような構成において、鉗子４３が鉗子口１４から延出した状態で、観察又は処置の
対象部位に対して、送水操作した場合には、前方送水口４１から水流Ｄとして噴出される
。その噴出と共に、水流Ｄの周囲に飛沫Ｅが飛散するが、飛沫Ｅは、突出部側面４２に当
たって遮蔽され、第２端面１２上の直視観察窓２１及び前方照明窓２４に到達せず、飛沫
Ｅによる水滴や汚れが抑制される。
【００４３】
　また、鉗子口１４が突出部側面４２内に部分的に入り込んで形成されているため、飛沫
Ｅは、鉗子４３のシャフト部分で跳ね返り、直視観察窓２１及び前方照明窓２４に到達す
ることはない。さらに、使用後に洗浄滅菌した際に、鉗子チャンネルの基端側から洗浄の
ための水流を送水した場合に、鉗子口１４に異物が付着していても、洗浄液の水流により
、押し流されて、汚れが除去される。
【００４４】
　以上説明した本実施形態によれば、前述した第１及び第２の実施形態と同等の作用効果
を得ることができる。さらに、第１端面１３に配置した前方送水口４１から洗浄液を水流
Ｄとして噴出した際に、鉗子４３を鉗子口１４から延出した状態であっても、突出部側面
４２がその水流Ｄの周囲に生じる飛沫Ｅを遮蔽することにより飛散を抑制し、直視観察窓
２１及び前方照明窓２４に付着することを防止することができる。
【００４５】
　［第４の実施形態］
　図７（ａ）は、第４の実施形態に係る鉗子チャンネルの鉗子口が形成された第１端面と
、観察窓が形成された第２端面と、前方送水口が形成された第３端面と、を備える挿入部
先端を斜めから見た外観構成を示す図、図７（ｂ）は、挿入部先端を側方から見た外観構
成を示す図、図７（ｃ）は、挿入部先端を正面から見た外観構成を示す図である。
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【００４６】
　本実施形態は、前述した第３の実施形態の先端部５の構成において、鉗子口１４と前方
送水口４１との間に、第２端面１２の突出部側面４２と連結する遮蔽壁４５を追加形成し
た構成である。これ以外の構成部は、第３の実施形態と同等であり、同じ参照符号を付し
て、その説明を省略する。
【００４７】
　挿入部の先端部５は、部分的に段差を有するように、突出した第２端面１２（突出部）
と、第２端面１２よりも奥まった位置（基端側寄りの位置）で遮蔽壁４５により分割され
た２つの第１端面１３と第３端面１９とで構成される。本実施形態において、遮蔽壁４５
は、正面が第２端面１２と同一面で突出部側面４２と一体的に形成されている。但し、遮
蔽壁４５の正面の面位置は、後述する水流における飛沫等が第１端面１３に到達しないの
であれば、第２端面１２の面位置よりも低い（奥まった）面位置であってもよい。
【００４８】
　また、突出部側面４２及び遮蔽壁４５の側面に対する、第１端面１３及び第３端面１９
のそれぞれの繋がりは、第１の実施形態と同等に、隅部分を丸めた曲部Ｒで曲線的にスム
ーズに繋がるように形成されている。
【００４９】
　第２端面１２には、直視観察窓２１と、観察用の照明光を照射する少なくとも１つ（図
７（ａ）では２つ）の前方照明窓２４と、直視観察窓２１に向かって洗浄液を噴出する洗
浄ノズル２６が配置される。第１端面１３には、突出部側面４２内に部分的な円弧４４で
入り込んだ位置に鉗子口１４が開口される。円弧４４は、鉗子口１４の内周面から突出部
側面４２と遮蔽壁４５の側面に段差なく伸びる曲面を形成している。
【００５０】
　第３端面１９には、前方送水口４１が配置されている。前方送水口４１は、図示しない
チューブからなる気体及び洗浄液等の液体の供給路（送気送液チャンネル）に水密に連結
し、送水又は送気される。送水された洗浄液は、前方送水口４１から水流Ｄとして噴出さ
れ、その水流Ｄの周囲に飛沫Ｅが飛散する。
【００５１】
　本実施形態は、観察対象又は処置を行う対象部位に対して送水操作した場合に、前方送
水口４１から水流Ｄとして噴出される。その噴出と共に、水流Ｄの周囲に飛沫Ｅが飛散す
るが、飛沫Ｅは、突出部側面４２に当たって遮蔽され、鉗子口１４からの鉗子４３の延出
の有無にかかわらず、第２端面１２上の直視観察窓２１及び前方照明窓２４に到達せず、
飛沫Ｅによる水滴や汚れが抑制される。さらに、使用後に洗浄滅菌した際に、鉗子チャン
ネルの基端側から洗浄のための水流を送水した場合に、鉗子口１４に異物が付着していて
も、洗浄液の水流により、押し流されて、汚れが除去される。
【００５２】
　以上説明した本実施形態によれば、前述した第３の実施形態と同等の作用効果を得るこ
とができる。さらに、鉗子口１４と前方送水口４１との間に遮蔽壁４５を形成した構成で
あるため、水流Ｄから飛散する飛沫Ｅは、突出部側面４２及び遮蔽壁４５に当たって遮蔽
され、鉗子口１４からの鉗子４３の延出の有無にかかわらず、第２端面１２上の直視観察
窓２１及び前方照明窓２４に到達せず、飛沫Ｅによる水滴や汚れが抑制される。
【００５３】
　［第５の実施形態］
　図８（ａ）は、本発明の第５の実施形態に係る鉗子口及び前方送水口が開口された第１
端面と、直視観察窓及び側視観察窓を有する突出した第２端面を有する内視鏡装置の挿入
部先端を斜めから見た外観構成を示す図、図８（ｂ）は、挿入部先端を正面から見た外観
構成を示す図である。
【００５４】
　本実施形態は、前述した第１の実施形態における挿入部先端の突出部と同等の構成を有
し、前方照明窓１４に加えて、第１端面１３の鉗子口１４の近傍に第２前方照明窓５１を
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新たに配置し、さらに突出部を挟んだ反対側の第１端面１３に前方送水口４１を配置した
構成である。これ以外の構成部は、図１及び図２（ａ），（ｂ）に示した第１の実施形態
の内視鏡システムを含み同等であり、同じ参照符号を付して、その説明を省略する。
【００５５】
　挿入部の先端部５は、第１端面１３の一部に直視観察窓２１及び側視観察窓２２を有す
る突起部が配置され、突起部の周側面に入り込む位置に鉗子口１４が開口され、鉗子口１
４の内周面から突起部の周側面にスムーズに連続する波形状の凹面部１５が形成されてい
る。第１端面１３は、前述した第１の実施形態と同様に、周囲に向かいテーパーを有する
円錐形状を成している。また、テーパー面は、平面的でも凸面的であってもよい。
【００５６】
　鉗子口１４の近傍には、観察用の照明光を照射する前方照明窓５１が配置される。他に
も、突起部の正面となる第２端面１２には、同様な前方照明窓２４が配置されており、必
要に応じて、前方照明窓２４，５１の何れか一方又は、両方の照明窓から照明光が照射さ
れる。尚、本実施形態では、前方照明窓は、第２端面１２及び第１端面１３のそれぞれに
各１つが配置されているが、複数個を備えることは必須ではなく、少なくとも１つを設け
てあればよい。突起部は、第１端面１３との隅部分が丸められた曲部Ｒで、第１端面１３
のテーパー面に曲線的にスムーズに繋がるように形成されている。
【００５７】
　また、鉗子口１４が配置された第１端面１３に対して、突出部を挟んだ反対側の第１端
面１３に前方送水口４１が配置されている。つまり、突出部が前述した第４の実施形態の
遮蔽壁４５と同等に作用して、前方送水口４１から水流として噴出された際に飛散する飛
沫が突起部の周側面に当たって遮蔽され、直視観察窓２１及び前方照明窓２４に到達せず
、飛沫による水滴や汚れが抑制される。
【００５８】
　本実施形態では、観察対象又は処置を行う対象部位に対して送水操作した場合、洗浄液
の噴出と共に、主たる水流の周囲に飛沫が飛散するが、突出部の周側面で飛沫の飛散を抑
制して、直視観察窓２１及び前方照明窓２４に到達せず、飛沫による水滴や汚れが抑制さ
れる。また、使用後に洗浄滅菌した際に、鉗子チャンネルの基端側から洗浄のための水流
を送水した場合に、鉗子口１４に異物が付着していても、洗浄液の水流により、押し流さ
れて、汚れが除去される。
【００５９】
　以上説明した本実施形態によれば、前述した第１の実施形態と同等の作用効果を得るこ
とができる。さらに、鉗子口１４と前方送水口４１との間に突出部を介在させる構成であ
るため、水流から飛散する飛沫は、突出部の周側面に当たって遮蔽され、鉗子口１４から
の鉗子４３の延出の有無にかかわらず、第２端面１２上の直視観察窓２１及び前方照明窓
２４に到達せず、飛沫による水滴や汚れが抑制される。
【００６０】
　［第６の実施形態］
　図９は、第６の実施形態に係る鉗子口が開口された第１端面と、直視観察窓及び側視観
察窓を有する突出した第２端面を有する内視鏡装置の挿入部先端を斜めから見た外観構成
を示す図である。
【００６１】
　本実施形態は、前述した第１の実施形態における挿入部先端の突出部と同等の構成を有
し、側視観察窓を洗浄するノズルに対して、ノズル口から側視観察窓までの台座１１の側
面に水流を導く溝部５２を形成した構成である。これ以外の構成部は、図１及び図２（ａ
），（ｂ）に示した第１の実施形態の内視鏡システムを含み同等であり、同じ参照符号を
付して、その説明を省略する。
【００６２】
　洗浄ノズル２５，２７（洗浄ノズル２７は、図２（ｂ）参照）は、洗浄液が台座１１と
側視観察窓２２の繋がり部分から側視観察窓２２の円筒形状のレンズの頂部を回り込む水
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流となって流れるように、洗浄液を噴出している。従って、洗浄液はレンズ頂部を回り込
む勢いの水流及び水量が噴出される必要がある。これに対して、通常、平面上に設けられ
たノズルから、平面と平行して液体を噴出した場合、その液体は、平面上を扇状に広がっ
て流れることとなり、ノズルから離れたある一点から見ると、ノズル近傍に比べて水量が
減少し、その勢いも衰えている。
【００６３】
　そこで、本実施形態では、前述した凹面部１５を参照して、洗浄ノズル２５，２７から
側視観察窓２２までの台座１１の周側面に溝部（洗浄流体誘導路）５２を形成する。この
溝部５２は、少なくとも側視観察窓２２の幅を有し、洗浄ノズル２５から側視観察窓２２
に向かい徐々に深くなるように形成される。この溝部５２で洗浄液の水流を誘導して、噴
出された水流を一方向の流れに維持させて広がりを防止し、且つ水量の減少を防止する。
【００６４】
　以上説明した本実施形態によれば、側視観察窓２２を洗浄する洗浄ノズルは、噴出され
た洗浄水の水量及び勢いの減少を防止して、効率的に洗浄を行うことができる。従来に比
べて、洗浄ノズル２５のノズル口周辺や、側視観察窓２２と台座１１の繋がり部分に付着
した汚れも残渣を大幅に減少させることができ、使用後に行う洗浄装置による洗浄に掛か
る負荷を軽減することができる。
【００６５】
　以上説明した各実施形態は、以下の発明の要旨を有している。
（１）被検体内に長手方向の挿入方向で挿入される挿入部と、
　前記挿入部の挿入方向先端部である第１の先端面から、前記挿入方向前方に突出した第
１の突出部と、
　前記第１の突出部における前記挿入方向の先端部である第２の先端面に設けられた、前
記被検体内を観察する前方観察部と、
　前記第１の先端面から前記挿入方向前方に突出した、前記第１の突出部と隣接して設け
られる第２の突出部と、
　前記第１先端面に設けられ、前記挿入部に挿通される管状体の端部が貫通して開口して
いるチャンネル開口部と、を備え、
　前記チャンネル開口部の内周面の少なくとも一部は、前記第１の突出部の側壁の一部及
び前記第２の突出部の側壁の一部に対して連続した面を設けて形成される内視鏡。
（２）前記挿入部の挿入方向の正反対方向から前記先端部を視たとき、前記チャンネル開
口部の内周と前記第２の突出部の側壁、及び前記チャンネル開口部の内周と前記第２の突
出部の側壁は、それぞれ一部が同じ面を形成している前記（１）に記載の内視鏡装置。
（３）前記第２の突出部における前記挿入方向の先端部である第３の先端面には、前記前
方観察部に対して洗浄流体を吹き付ける流体ノズルがさらに設けられ、前記第２の突出部
の内部には、前記流体ノズルに対して前記洗浄流体を供給する流体供給路が設けられる前
記（１）に記載の内視鏡装置。
（４）前記第２の突出部における前記挿入方向の先端部である第３の先端面には、前記前
方観察部によって観察する視野を照明する照明光が出射する前方照明窓がさらに設けられ
、
　前記第２の突出部の内部には、前記前方照明窓から射出する前記照明光を供給する照明
光伝送部が設けられる前記（１）に記載の内視鏡装置。
（５）前記第２の先端部と前記第３の先端部とは、段差のない滑らかな面で繋がっている
前記（１）に記載の内視鏡装置。
（６）前記第１の先端部には、前記挿入方向前方に対して流体を噴射する流体噴射口がさ
らに設けられ、前記チャンネル開口部と前記噴射口との間には、前記流体が前記チャンネ
ル開口部の方向に噴射されることを遮る遮蔽板が設けられる前記（１）に記載の内視鏡装
置。
（７）前記第１の突出部と前記第２の突出部とは、それぞれの一部が互いに一体に繋がる
ように隣接して設けられ、
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　前記第１の突出部と前記第２の突出部との各側壁が前記流体の噴射を遮るように、前記
チャンネル開口部と前記噴射口とは、前記第１の先端面において前記第１及び第２の突出
部を隔てて、それぞれ反対側に設けられる前記（１）に記載の内視鏡装置。
（８）前記第１の先端面、前記第１の突出部の側壁、及び前記第２の突出部の側壁のうち
少なくとも１つには前記挿入方向に垂直な面に角度を持つテーパー面が形成される前記（
１）に記載の内視鏡装置。
（９）前記第１の突出部の側壁には、前記挿入方向に略垂直で前記挿入部の周方向を含む
方向を観察する側方観察部と、該側方観察部によって観察する視野を照明する照明光が射
出する側方照明窓が設けられ、
　前記第１の突出部の内部には、前記側方照明窓から射出する前記照明光を供給する照明
光伝送部が設けられ、
　前記第２の突出部の側壁には、前記側方観察部に対して洗浄流体を吹き付ける側方流体
ノズルが設けられ、
　前記第２の突出部の内部には、前記側方流体ノズルに対して前記洗浄流体を供給する流
体供給路が設けられる前記（１）に記載の内視鏡装置。
（１０）前記第２の突出部の側壁には、前記流体ノズルから噛出した前記洗浄流体が前記
側方観察部に対して吹き付ける際に沿って移動するように設けられる洗浄流体誘導路が更
に設けられる前記（９）に記載の内視鏡装置。
【符号の説明】
【００６６】
　１…内視鏡本体、２…トロリー、３…操作部、４…挿入部（可撓管）、５…先端部、６
…ユニバーサルケーブル、７…内視鏡用機器、８…ボトル、９…湾曲部、１０…吸引ユニ
ット、１１…台座、１２…第２端面、１３…第１端面、１４，３６…鉗子口、１５…凹面
部、１７…鉗子チャンネル、１９…第３端面、２０…レンズユニット、２１…直視観察窓
、２２…側視観察窓、２３…側方照明窓、２４…前方照明窓、２５，２６，２７…洗浄ノ
ズル、３１…パイプ、３２…接続部、３３…チューブ、３４…送気ポンプユニット、３５
…エリア、４１…前方送水口、４２…突出部側面、４２ａ…溝、５２…溝部。
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摘要(译)

与内窥镜装置的插入部的部分，前端突出部被设置在前端表面上的拐角
部分治疗或开口和用于所述远端表面上引入的处理器具突出部之间时等
附着污垢难以脱落，喷射的水射流飞溅以便清洁粘附在观察窗上。解决
方案：在内窥镜装置中，插入部分的远端部分的第一远端部分上的突起
的外周侧表面以弯曲形状连接到远端表面，并且在第一远端表面中开口
的通道开口部分开口的内周表面的至少一部分延伸到突出部分的周边侧
表面，以刮掉周边侧表面并从开口的内周表面平滑地连续。形成随后的
凹面。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/962ef73d-2908-4559-9a9b-3c65bdd6c36d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/051411755/publication/JP6091219B2?q=JP6091219B2

